
第１回 花巻市地域自治に関する懇談会

本日の流れ

◆昨年度の振り返り

◆現在の市の取組、今後の方向性

◆グループワーク

①地域の負担を軽くするために地域でできること

②地域の困りごとは「（仮称）お助け会議」で解決 !!

③小さな創意（地域づくり）を実現するために

◆全体まとめ

R1.12.10



昨年度の振り返り ※役重ＣＡ資料より引用



市の取組、今後の方向性 地域の現状は？ ～地域の負担感～

• 地域の行事が多くて大変

• コミュニティ会議と地域の各種団体が連
携している

• コミュニティ会議と各種団体の取組が重
複している

• 類似の活動団体がある

• 肩書による充て職が多く、負担が大きい

• 行政から縦割りの仕事が下りてきている

• 各種団体の事業が担い手が多かった頃か
ら 変わっていない。担い手が不足してい
る今、事業の見直しが必要ではないか
（協議の場）

• 公民館長、コミュニティ会議役員、行政
区長など同じ人が何年も役員をしている
（協議の場）

• 行政から依頼される役職や仕事が多く、
負担になっている（H29浮田）

• 市から委託されている市道の草刈りが
年々困難になってきた（H29浮田、R1谷
内、R1田瀬）

地域自治に関する懇談会（H30）コミュニティ会議との協議の場・市政懇談会



市の取組、今後の方向性 地域の現状を見える化する

• コミュニティ会議の代表者、行政区長、
各種団体の長へ就任を依頼している審議
会等はのくらいあるか

• コミュニティ会議や行政区長、各種団体
へ依頼している委員等の推薦業務はどの
くらいあるか

• 市道の草刈り作業や公園の清掃など、地
域に依頼している業務はどのくらいある
か

地域の負担を減らすために、先ずは実態把
握

• コミュニティ会議、各種団体の組織構成
はどうなっているのか

⇒運営の合理化ができないか

• コミュニティ会議、各種団体の事業の洗
い出し

⇒地域内での事業を合理化できないか

市が地域に依頼している役割・業務の把握（仮称）地域カルテの作成

地域の現状（負担）を全庁的に共有し、
地域の負担軽減について検討する

地域の運営を合理化し、負担を軽くする
連 携



～昨年度の意見～

・地域の行事が多く、事務局側も参加者側も多忙で大変

⇒・コミュニティ会議の部会を統合して数を減らした

・今まで部会ごとに縦割りでやってきた事業を他の部会とも協力しな

がら横の連携を強めて事業を展開している

・地域づくりの研修会を開催し、地域の人の意見を聞きながら、コミュ

ニティ会議が一生懸命やっている事業が本当に必要な事業かどうかと

ういう視点で事業の見直しを行っている

グループワーク①
地域の負担を軽くするために地域でできること



問）具体的にどういうプロセスで地域の負担を軽くしていったらいいのか？

条件： 行政がしなければならないことではなく、地域でできること

地域の担い手を増やすという視点は、グループワーク②、③で扱う

例）・他の地域の好事例を学び合う

→いつ？誰が？どうやって？学び合えば実践できるのか？…

・事業の振り返りシートを作って事業を見直す

→振り返りシートの項目は？どのような基準で見直すのか？誰が見直すのか？

見直す手順は？留意点は？…

・住民アンケートとワークショップにより事業を見直す

→アンケートの実施方法や質問内容？ワークショップの開催方法（誰が開催？

参加者は誰？集める方法は？…）誰が事業決定するのか？…

グループワーク①
地域の負担を軽くするために地域でできること



（例）事業のすり合わせイメージ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

〇〇自治会 球技大会 公園清掃 盆踊り 公園清掃 運動会 文化祭

〇〇老人クラブ 公園清掃 公園清掃

〇〇体育協会 球技大会 運動会

〇〇コミュニティ会議 球技大会 夏祭り 公園清掃 運動会 文化祭

合同で行えるもの、重複しているものを調整する

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

〇〇自治会 － 公園清掃 － － 運動会 －

〇〇老人クラブ 公園清掃 －

〇〇体育協会 球技大会
運動会
（共催）

〇〇コミュニティ会議 －
夏祭り
(盆踊り)

公園清掃
運動会
（共催）

文化祭

負担の軽減や効率的な運営を図るため、



問）例えば、地域のどのような困りごとの場合に、誰を集めて、どのように

解決していくか？

条件：地域で取り組めそうな、みんなの関心が高い、身近な困りごと

◆どのような困りごと？

◆誰が開催する？

◆解決するために必要な若者や女性、多様な人材とは？

（何をしている人を集めればよい？）

◆どうやって集める？

◆話し合う手順は？ …

グループワーク②
地域の困りごとは「（仮称）お助け会議」で解決 !!



※役重ＣＡ資料より引用



～昨年度の意見～

・コミュニティ会議の役割や活動が知られていない

・若者や女性がコミュニティ会議や自治会に意見を出しづらい

⇒ワークショップ（子育て世帯とコミュニティ会議事業のマッチング）、世代間

のコミュニケーション（世代間の価値観の違い、世代ごとに抱える課題の共

有）、子どもを交えた行事、チャット会議やラインの活用

・コミュニティ会議とテーマ型活動団体との接点が少ない

⇒中間支援組織によるマッチング

問）若者や女性の創意を引き出すために、何をどうする？

問）テーマ型活動と地域とのマッチング方法は？

グループワーク③
小さな創意（地域づくり）を実現するために


